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社会福祉伊達市社会福祉協議会 会員規程法 人

平成29年３月28日一部改正

（目 的）

第１条 この規程は、社会福祉法人伊達市社会福祉協議会（以下「本会」という ）定。

款第３２条第３項の規定に基づき、会員に関し必要な事項を定めるものとする。

（会 員）

第２条 本会の趣旨に賛同し、次の各号に掲げる区分により会費を納入した者をいう。

（１）一般会員

（２）賛助会員

（３）特別会員

２ 一般会員とは、市民（世帯）をいう。

３ 賛助会員とは、会社、事業所等で社会福祉に関心のある法人及び団体をいう。

４ 特別会員とは、趣旨に賛同し会費を納入した者をいう。

（会 費）

第３条 会員は会費を納入するものとする。

２ 会費は、年額とし、次の区分による。

（１）一般会員 一世帯 ２００円

（２）賛助会員 １０,０００円

（３）特別会員 一 口 １,０００円

３ 前項第１号の規定にかかわらず、大滝区の一般会員の会費は当分の間、一世帯６０

０円とする。

（会費の納入）

第４条 会費は、毎年９月末までに納入する。ただし、特別会員についてはこの限りで

ない。

（会費の減免）

第５条 会長は、会員に特別の理由があると認められるときは、会費を減免することが

できる。
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（退 会）

第６条 会員は、次の場合に退会したものとする。

（１）転出、死亡又は事業等が解散したとき。

（２）退会の申出があったとき。

（委 任）

第７条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は会長が定める。

附 則

この規程は、昭和62年５月25日から施行する。

この規程第３条第２項の摘要は昭和63年５月27日からとする。

この規程第３条第２項の摘要は平成３年４月１日からとする。

この規程第３条第２項の摘要は平成４年４月１日からとする。

この規程は、平成14年１月７日から施行する。

この規程は、平成16年４月１日から施行する。

この規程は、平成25年３月26日から施行する。

この規程は、平成29年４月１日から施行する。
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社
会
福
祉
法
人

伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

謹

啓
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
本
会
の
行
い
ま
す
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
社
会
福
祉
を
と
り
ま
く
環
境
は
経
済
情
勢
の
変
化
や
、

急
速
な
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
加
え
核
家
族
化
が
進
む
な
ど
国
民
生
活
の
変
動

と
意
識
の
変
化
に
伴
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
は
量
的
・
質
的

に
増
大
し
且
つ
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
社
会
を
迎
え
地
域
住
民
を
主
体
と
し
た
民
間
組
織
で
あ
る
社
会
福
祉

協
議
会
は
き
め
細
か
な
地
域
福
祉
・
住
民
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
推
し
進
め
日
常。

生
活
援
助
を
必
要
と
す
る
人
の
問
題
解
決
を
図っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

つ
ま
り
福
祉
を
求
め
る
人
々
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
な
が
ら
可
能
な
か
ぎ
り
在
宅
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
援
助
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
を
展
開
し
福
祉
社
会
の
建
設
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
こ
の
よ
う
な
き
め
細
か
な
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
広
く

市
民
の
み
な
さ
ま
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
「
社
協
の
会
員
」
加
入
の
お
願
い
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
趣
旨
ご
賛
同
賜
り
ま
し
て
「
社
協
の
会
員
」
に
ご
加
入
下
さ
れ
た
く

切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
本
社
に
対
す
る
ご
理
解
を
一
層
深
め
ら
れ
変
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
貴
（
社
）
事
業
が
一
層
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
祈
念
し
ご
依
頼
旁
々
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

敬

具

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

社
会
福
祉
法
人
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

蓮
池
富
男

有
限
会
社

サ
イ
エ
ン
ス

殿
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え
、
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を
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と
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で
あ
る
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福
祉
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か
な
地
域
福
祉
、
住
民
福
祉
の
サ
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ビ
ス
を
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進
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生
活
援
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必
要
と
す
る
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の
問
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解
決
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
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つ
ま
り
、
福
祉
を
求
め
る
人
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が
住
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な
れ
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地
域
で
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
な
が
ら
、
可
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な
か
ぎ
り
在
宅
の
生
活
を
続
け
る
こ
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が
で
き
る
よ
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援
助
す
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を
目
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し
て
事
業
を
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で
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福
祉
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加
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。
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加
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次
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。
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